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よるゲノムコピー数解析では、欠失範囲はそれぞれ端部から 3.0Mb と 4.5Mb で





す 2 例はこの 1 群に当てはまる。過食と肥満という特徴を示す 1p36 欠失症候群
患者は症状がやや軽いという共通した特徴を示しており、この事が過食や肥満
のリスクファクターになる可能性が示唆された。  
